
防災杏 だより9月
2020.9  自主防災会長 中山 敏夫

コロナ汚染への警戒は続きますが、熱中症への恐れは遠ざかりました。今度は台風に

よる雨風に注意しなければなりません。市町村等からの防災情報を正しく活用し、早め

の対応を講 じましょう。

8月 29日 に晴嵐学区自主防災会の研修会が有 りました。そこでのポイントは、

*防災備品 (図 1)・ 危険箇所の把握と対策・家族間の連絡網・伝言ダイアル・ラジ

オ、テレビ、スマホアプリの準備。新型コロナヘの対応も準備しておく (図 2、 3)

*災害は昼夜・季節や外出中 。学校等場所を問わない。動 く前に家族に連絡をする

*県・市が発令する水害・土砂災害の「防災情報」は警戒レベル 3, 4で迷わずr避

難開始"すること (図 4)

*南海 トラフ地震 。琵琶湖西岸断層地震では交通路寸断される。「自助」の重要性

*災害を忘れず、我が家の備えと近隣の助け合いが基本であり決め手

膨聴 用ノヽシグ」とは避難するときに持ち

出す袋のこと。両手が使えるリュック

サツクなどを送び、家族ひとlDひとつの

分を用意しておきます。

自分や家族の名前 住所電 話番号など

を書いた「防災力=卜」。日ころから持つ

ておくと、家族が離ればなれになつたと

きに役立ちます。 翻1鶴 ,
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図は県防災危機管理局「防災ハンドブック」より


